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縦９１．０×横６７．０センチ。木版色刷り。坂田信存発行。 

 

 
 
 
本学では、現在、大学創立時から図書館に収蔵・蓄積されてきた貴重資料（注１）を学

内プロジェクトを設けて順次整理・修復し、一部を当図書館にて公開しています。 

初回の展示（平成１８年１０月～平成１９年１月）は、明治期の熊本の絵図や江戸時

代の世界地図など個人蔵を含めた９点であり、概要は以下のとおりです。 
 

（注１）熊本洋学校の教科書、郷土研究家上妻博之氏や平野流香氏収集の古典籍な
ど江戸後期から明治・大正期の史料数千点を所蔵。初代学長の北村直躬氏を
所長とする熊本女子大学郷土文化研究所が昭和２６年から昭和４５年まで活
動していた当時に収集されたものが数多く含まれているものと思われます。 

※古文書プロジェクト構成（Ｈ１８年度発足） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   明治４年の廃藩置県により、
熊本藩が熊本県となります

が、その後いく度か分離・

統合が繰り返されます。そ

の過程で、明治５年６月に

は熊本県は白川県と改称さ

れ、この名称は明治９年の

２月まで続きます。そうし

た歴史的背景を映し出した

地図です。現在の二本木に

県庁が置かれていますし、

熊本城が鎮台兵舎として記

されています。現在の地図

と対比することで、興味深

い相違が幾つもみつかるこ

とでしょう。朱で刷られて

いる部分は寺院を示すよう

です。なお同じ熊本全図は、     

北海道大学附属図書館北方資料室にも伝存しています。 
（解説：文学部助教授 鈴木 元） 
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 今日の熊本県の圏域とほ

ぼ同じ域が収められていま

す。「国勢細見図」という名

所からも窺われるように、

画面右下には当時の戸数、

人口、郡数、町村数といっ

た情報が記載されています。

また、あわせて神社、火山、

温泉などの情報も記されて

おり、地誌的な役割も帯び

ていたようです。同じ細見

図は岐阜県図書館にもあり

ます。銅版印刷で一定の部

数が刷られたためか、現存

するものはなお幾部かある     

ようです。 
（解説：文学部助教授 鈴木 元） 

 
 
 

 
参勤交代の道筋を示し、主要な宿場や村までの距離を記しています。同時に各村の戸数を記し

ているのも注目されます。伝来などについてはまったくわかりませんが、おそらく熊本藩にかか

わるものと考えてよいでしょう。 
 細川重賢の妹の紀行日記『海辺秋色』の記事などと照らしあわせ、道筋をたどってみるのも一

興です。                         （解説：文学部助教授 鈴木 元） 
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（注）節用集（せつようしゅう）とは 

 節用集は室町時代の中頃に成立した国語辞典の一

種です。漢字表記される語を語頭のイロハ順に分類

し、その内部をさらに「門」という語の意味で分類す

るのが最も一般的な形式です。江戸時代に入って出版

が盛んになった結果、幕末までに様々な形態のものが

数百種類も刊行されています。まさに江戸時代を代表

する辞書といえるでしょう。 

 節用集は、１７世紀前半までは概ね辞典部分単独で

商品とされていましたが、１７世紀後半以降は地図や

武鑑（大名の職員録のようなもの）書簡文例等、生活

に必要な内容を記す頁が付録として合冊されるよう

になり、いわば日常百科事典のような性格を持つに至

ります。今回は、熊本の地図の展示に因んで、節用集

に掲載される世界地図の変遷を御覧いただきます。 

 節用集の付録部分に掲載される情報は、必ずしも各

時代の先端的研究を反映してはいません。例えば、マ

テオ・リッチの『坤與万国全図』系統のかなり詳細な

地図は江戸の早い時期に招来していますが、それらが

そのまま当時の節用集に掲載されているわけではな

いのです。しかし、節用集は多くの人々が購入し、参

照した書物ですから、これらの地図は刊行当時の人々

の世界観や基礎的教養のあり方に大きな影響を与え

たものと考えられます。現代人の目から見て不正確な

ところも、各々の時代に即した目で分析してみること

が必要なのではないでしょうか。 

（解説：文学部助教授 米谷隆史） 

 
 
 
 節用集（下記（注）を参照）に世界地図が合冊されるようになるのは元禄年間頃からですが、

概ね本書と同じような地図が掲載されて

います。 

 本書で注目されるのは上欄にある「万

国人物正図」です。「大日本」「大明」

「朝鮮」から左に「呂宋」までは実在の

国々ですが、以降「長臂国（肱から先が

長い種族の国）」「後眼国（頭の後ろに

眼がある種族の国）」等の姿が示されま

す。交易があった「南蛮」もそうした実

在しない国々の並びに配されているので 

 

す。なお、これらの絵は中国で編纂され

た『三才図絵』という本の影響を受けたものです。 

 地図としても、北極圏周辺が「夜国」とされて

いることや、位置は不明確ながら南北両回帰線に

関する記述が存することなど、案外に進んだ知識

が記されている一方、「おらんた」が島状であっ

たり、北ヨーロッパの辺りに「小人」の国が、日

本の東北海上に「銀のしま」があったりと、なお

過去からの伝聞等によって補われた部分が多く見

られます。（解説：文学部助教授 米谷隆史） 

 

 

 

 

 

 

 

①悉皆世話字彙
し っ か い せ わ じ い

墨
ぼく

宝
ほう

 享保１８年（１７３３）刊行  

左…「①悉皆世話字彙墨宝」 

右…「②都会節用百科通」（次ページ） 

（個人蔵）
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 地図としては①よりもやや大づかみな

印象がありますし、相変わらず「小人国」

も存在します。しかし、西ヨーロッパ周

辺は随分正確になっていますし、①にあ

った「銀のしま」はなくなっています。

また、オーストラリア大陸と見られる地

域について「新阿蘭陀 ヲランダ人近代

此所ヲウバフト云」とあるのは、１６４

４年にオランダ人のアベル・タスマンが

オーストラリア大陸を「ノバ・ホランデ

ィア」（英訳するとニュー・ホーランド）

と命名したことを承けるものでしょう。 

 なお、左上に「飛行船」の図がありま

すが、もちろん現物は当時存在しません。

「飛行船」の情報は天明年間（１７８１～１７８８）にエレキテルの発明などで有名な平賀源内

が伝えたものと言われています。             （解説：文学部助教授 米谷隆史） 

 

 

 オーストラリア大陸が南極大陸とつな

がっていることやマダガスカル島が無い

ことを除けば、大陸の形も整っています

し、「北極」「南極」「赤道」「大西洋」

などの用語にも現代と共通するものが増

えてきます。両回帰線の位置もかなり正

確です。これほど正確な地図であるにも

かかわらず、南米大陸南端に「長人国」

（①の上欄も参照）が残されているのは

興味深いところです。 

 なお、外国地名の漢字表記は古来から

中国で使用するものを流用することが多

いのですが、本図には日本独自のものが 

 

見られます。例えば、アフリカは「亜弗利加」とありますが、二音節目は中国の地図では「非」

または「斐」を用いるのが普通です。日本語ではこの二種類の漢字で「フ」を表わすことが難し

いため、「弗」による表記が工夫されたものと見られます。（解説：文学部助教授 米谷隆史）      

  

 

 

 

 

 

 

 

③倭節用集悉改
やまとせつようしゅうしっかい

嚢
ぶくろ

 文政元年（１８１８）刊行 

②都会
とか い

節用
せつよう

百家通
ひゃっかつう

 寛政１３年（１８０１）刊行 

左…「③倭節用集悉改嚢」 

右…「④大日本永代節用無尽蔵」（次ページ） 

（文学部日本語学研究室蔵） 

 

（文学部日本語学研究室蔵） 
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 地形や地名の上では、④は③と大きな

相違はありません。しかし、経線下部に

十二支が宛てられ（右から丑・寅・卯～

子）、右下に「元来一世界団円ナルヲ以

テ大西洋此地ニ合ス。子亦丑ニ合ス。此

理ヲ須知スルトキハ、ブラジルノホルト

ガルノ隣国ナル事明ラカニ可覧。」とし

て地図の左右が連続するものであること

を特記していることは注目されます。 
（解説：文学部助教授 米谷隆史） 

 

 

 

 ④と同じ書名ですが、１５年後に改

板された⑤では掲載の地図がかなり本

格的なものに変更されています。世界

地理についての常識が次々と更新され

ていった幕末の状況を反映しているも

のといえるでしょう。なお、この段階

の地図に至っても横書きが全く採用さ

れていないのも興味深いところです。 
   （解説：文学部助教授 米谷隆史） 

 

 

 

 

幕末の節用集としては、③や④の段階に近いや

や古い地図を踏襲しています。船が帆船である

ことも若干の古めかしさを感じます。ただ、ア

ジア地域以外に記されるのがオランダに代表さ

れるヨーロッパ地域ではなく、アメリカ地域で

あることになんらかの時代性を読み取るべきか

もしれません。（解説：文学部助教授 米谷隆史） 

 

 
 

 
 
 

④大日本
だいにほん

永代
えいたい

節用
せつよう

無尽蔵
むじんぞう

 第二版  

嘉永２年（１８４９）刊行 

⑤大日本
だいにっぽん

永代
えいたい

節用
せつよう

無尽蔵
むじんぞう

 第三版 

文久４年（１８６４）刊行 

⑥大福
だいふく

節用
せつよう

無尽蔵
むじんぞう

 「世界万国之略図」 文久３年（１８６３） 

左…「⑤大日本永代節用無尽蔵」 
右…「⑥大福節用無尽蔵」 

（個人蔵） 

（個人蔵） 

（個人蔵） 


